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こども未来センターの運営
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運営組織

こども支援局長

こども未来部長
（施設長）

診療所長
（診療担当参事）

診療事業課長

発達支援課長

地域・学校支援課長 参事
（地域学校支援担当）

こども未来センター

各課の業務

診療事業課

発達支援課

地域・学校支援課

・診療、リハビリテーション
・地域療育
・医療事務
・情報システム

・センターの管理運営、予算経理
・運営審議会
・通園療育、利用者支援
・北山学園（指定管理者以外）

・相談支援
・学校園支援
・地域支援
・教育支援センター
・障害児支援利用計画
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こども未来センターの支援

相談室 作業療法室（診療所）

保育室（わかば園） 活動室（あすなろ みらい）

基本的な考え方

①状況を見立てる

②センターで「サポート」する。

③日常生活に「つなぐ」
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センターの支援の流れ
（子供や保護者）

本人中心支援計画の
作成

学校園との連携
（アウトリーチ）

通園療育
（わかば園）

診療・リハビリ
（診療所）

教育支援センター
（あすなろ

みらい）

まずは
ご相談を！

「こどもの発達や育ちが心配」
「親子関係がうまくいかない」
「学習のつまづきが心配」
「学校に行くのを渋っている」
「学校との関係を相談したい」
「障害があるこどもの子育て」
「福祉サービスの質問をしたい」

「友達とうまく遊べない」
「学校に行けない、行きたくない」
「勉強についていけない」
「からだや病気のことが心配」
「親が気持ちをわかってくれない」

保護者

子供

（学校を通じて相談）

センターの支援の流れ
（学校園・関係機関からの相談）

こども未来センター 地域・学校支援課
学校園支援チーム

学校園・関係機関

アウトリーチ（専門スタッフの派遣）

・対象児童生徒の実態把握と分析
・指導方法等についての助言
・支援体制の助言

・子供・保護者への支援、対応
・校内支援について
・子供への配慮や指導の方法について etc
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こども未来センター診療所

・診察
診療所では、子供の運動発達やことばの発達についての診療を行います。医師の
指示の元、各種訓練や検査を実施しています。

理学療法

作業療法

言語聴覚療法

発達検査

基本的動作能力の改善や、障害の予防を目的に
主に運動療法を行います。

さまざまな作業活動を用いて、日常生活技能と社会
的適応能力の向上をはかり、将来にわたる生活を考
慮した指導、援助を行います。

言語・コミュニケーション及び摂食・嚥下機能の改
善を目的に言語訓練、摂食指導、代替的コミュニ
ケーション手段の検討などを行い、生活の質の向上
を支援しています。

子どもの発達状況や発達のバランスを客観的に知る
ために必要に応じて行います。診断の際に利用した
り、今後の療育方針を立てる上でも役立てていきま
す。

わかば園（通園）

・親子通園（子供の支援と保護者の支援）
子供の心身の発達だけでなく、保護者に具体的な療育・

育児方法を身につけてもらうことを狙いとしています。

たのしむ

つながる

まなぶ

きづく

親子で一緒に遊んで、楽しさを共感しましょう

いろいろな人と出会って、つながりを豊かにしていきま
しょう。

他の親子や先輩からも、たくさん学びましょう

子供の姿や移り変わりから、うれしい気づきをみつけま
しょう。
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わかば園（通園）のクラス

通園対象
組

通園日

月 火 水 木 金障害種別 年齢

肢体
不自由

２歳 ゆき 〇 〇※

３歳 はな 〇 〇

４歳 つき ○ ○ ○

５歳 ほし ○ ○ ○

知的
発達

２歳 うさぎ ○ 〇 ○

３歳 ぞう ○ ○ ○ ○

※「ゆき」組２歳児の登園日は、当初は週１回火曜日。
通園６ヶ月目以降金曜日を登園日に加える。

わかば園（その他）
保育所等訪問支援事業

保育所や幼稚園等に通う子供を対象に、集団生活の場である保育所や幼
稚園等をわかば園スタッフが訪問し、集団生活での困り感が軽減できる
よう、子供及び保育所や幼稚園等の職員に対する支援を行う。

親子療育教室

通園療育を行っていない0～3歳児を対象に親子療育（集団保育）を行う。

個別保育

親子療育教室に入るまでの8か月未満の子供について個別保育を提供し
ている。保護者の不安をやわらげ、集団保育につなげていく。

体験保育

通園療育を始めるにあたり、該当クラスの様子や生活の流れを知っても
らい、無理なく慣れてもらうために、体験保育を行っている。

わかば園卒園児アウトリーチ

わかば園を卒園した子供に対して、わかば園のスタッフが保育所や幼稚
園等を訪問し、地域での集団生活の状況や困り感を確認し、必要な支援
方法の提案などを行う。

ありんこ（0・1歳児） 月2回
わくわく（2・３歳児） 週１回（1クール16回）
つぼみ （1歳児～） 月２回 など
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発達・教育相談

相談業務

子供の育ちや発達、学校・幼稚園・保育所での生活な
どで生じる不安や心配について相談を実施。電話、来
所相談（事前予約制）を行っている。

診察前面接（インテーク）

診療希望の相談者と面接を実施。相談のきっかけ、医
療・相談歴、健診結果・生育歴などを確認。家族の困
りごとやニーズの確認、対象児のアセスメントを実施。

こども未来センター親の会「ふらっと♭」

こども未来センターを利用する保護者を支援するため
の事業。就学なんでもおたずね会、みやっこファイル
のはじめかた、登校に悩みを抱える保護者の会を実施

相談業務

子供の育ちや発達、学校・幼稚園・保育所での生活な
どで生じる不安や心配について相談を実施。電話、来
所相談（事前予約制）を行っている。

診察前面接（インテーク）

診療希望の相談者と面接を実施。相談のきっかけ、医
療・相談歴、健診結果・生育歴などを確認。家族の困
りごとやニーズの確認、対象児のアセスメントを実施。

こども未来センター親の会「ふらっと♭」

こども未来センターを利用する保護者を支援するため
の事業。就学なんでもおたずね会、みやっこファイル
のはじめかた、登校に悩みを抱える保護者の会を実施

学校園等との連携

アウトリーチ

心理療法士、保育士、理学療法士・作業療法士 ・言語
聴覚士などセンターの専門職員等が学校園等を訪問し、
発達上の課題などにより集団生活への適応等が難しい
子供への配慮や、身体障害のある子供の生活改善のた
めの方法など、個に応じた支援方法について提案して
います。

西宮専門家チーム

子供一人ひとりの早期の実態把握や望ましい対応など、
各学校園の特別支援教育体制の取り組みに対して、児
童精神科医や教育関係者などの専門家で構成している
西宮専門家チームが学校園の教職員、保護者に向けて
も、専門的な立場から助言を行っています。
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教育支援センター

あすなろ みらい
・社会的自立のための支援を

行う教室です。
対象 ：西宮市立の小中義務

教育学校において
長期間登校しない、
またはしたくても
できない状況にある児童生徒

通級日：月曜日から木曜日
支援目標：「人とのふれあいを通して生きる力を

はぐくむ」


